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REDDで求められる２つのモニタリング 

年 

森
林
炭
素
蓄
積

 

現  在 

過去に対するモニタリング 将来に向けたモニタリング 

参照レベルの確定 削減量の算出 
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土地利用に関連した活動からの温暖化ガス排出量を評価する 

             IPCCの基本的な計算式 

UNFCCCのもとでモニタリングシステムは、森林面積及びその変化だけでな
く、炭素蓄積量及びその変化までのデータを提供する。 

排出量の推定 活動度データ 排出係数 

 換算値 

Danilo Mollicone, FAO 
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講義の内容 

1. RSに関する国際議論のポイント 

2. Sourcebookの利活用 
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UNFCCC専門家会合における議論 
方法、ツールおよびデータ 

•  IPCCガイドラインは、森林劣化からの排出と炭素蓄積変化を推定し、

モニタリングするための方法論を提供。これらの方法論は各国の異

なる状況の下でも適用可能。 

•  全ての国々が同じ基盤の上で参加出来るように、いくつかの基本

セットのガイダンスの開発が必要。 

• リモートセンシングと地上データの利用のバランスが必要．これらの

組み合わせは、Tier 2あるいはTier 3のアプローチと関連。 

•   森林劣化は地上部バイオマスプールの喪失に
加えて、他の４つの炭素プール（土壌、リター、枯
死木、地下部バイオマス）の炭素蓄積の喪失に
繋がる。これらの喪失はリモートセンシングのみ
では捉えることが出来ない。これらのギャップを
埋めるため地上データが必要。 
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• UNFCCC  Decision 4/CP.15 
 REDD+に関する森林減少及び森林劣化からの排出削減に関

する活動の方法論上のガイドライン 
条項 １ 
締結した途上国に対する要請；Decision 2/CP.13、パラグラフ７及び１１に提示された

方法論問題に関して実施される作業に基づいて、以下のガイドラインを、Decision 
2/CP.13に関する活動のために考慮に入れること。締約国会議におけるさらなる

関連事項の決定，とりわけ，測定と報告に関連した事項を事前に判断しないよう
に。 
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条項 1(d) 
 それぞれの国の環境と能力に応じて、強固で透明性の高い国家森林資源モニタリ

ングシステム、及びもし適切であれば、国家モニタリングシステムの一部とし
ての準国レベルのシステムを、構築すること： 

(i) 適宜、人類起源の森林に関する温暖化ガスの排出、並びに吸収源、森林炭
素の蓄積及び森林面積の変化による排除を評価するための、リモートセンシ
ング及び地上観測に基づく炭素インベントリーによるアプローチを活用する； 

(ii) それぞれの国の能力と許容量を考慮し、透明で一貫した、そして可能な限り
正確な、並びに不確実性を減少させた、見積もりを提供すること； 

(iii) それらは、透明で、その結果は締約国会議によって合意された評価に利用可
能で適切であること； 
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• IPCC表示：国は、その国土における全ての関連した土地面積の特徴付けと算定

を、一貫してしかも可能な限り透明に行うべきである。データは、土地利用面積の
歴史的トレンドに反映するべきである。 

 
 IPCC2003 LULUCFガイドラインは次の3つのアプローチを提示している。 
  アプローチ１： 基本的な土地利用データ 
  アプローチ２： 土地利用と土地利用変化の調査 
  アプローチ３： 地理学的に明白な土地利用データ 

  ほとんど全ての途上国では、土地利用
面積の歴史的トレンドの評価に利用可能
な国家森林資源インベントリーが存在しな
い。20年ほど遡る時間枠を持ち、一貫し、

かつ透明性の高いアプローチにおいて、
国土を代表する唯一の方法は、アプロー
チ３に従うことを容認する衛星リモセンに
よるデータを活用することにある。従って
国家森林資源インベントリーは活動度
データを評価するために直接的に利用さ
れることはないであろう。 

Danilo Mollicone, FAO 
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講義の内容 

1. RSに関する国際議論のポイント 

2. Sourcebookの利活用 
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GOFC-GOLD REDD Sourcebook 
• 地球陸域観測システム（GTOS）の技術パネルである「森林と土地

被覆の動態の国際観測」（GOFC-GOLD, www.fao.org/gtos/gofc-
gold/）のREDD特別作業部会の成果 

• 国家レベルでの森林減少と森林劣化による森林被覆における変化か
らの炭素の総排出量を計測するための現時点での技術的な能力ふさ
わしいモニタリングの枠組みを定義するための起点 

• COP13において初版 

• 第2版は東京ワークショップ（2008年6月）、第3版は2009年7月 

• 最終版はCOP17版 

• IPCCの手法を解釈 

• MRVに着目 

• キャパビルの章の強化 
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